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ボーリング柱状図
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B-2(No.3+15CL) 36° 54’ 19.0000”

140° 07’ 52.0000”

200.00 m

6.01 m
0.00° 5.00°

栃木県大田原土木事務所　整備部　整備第一課 2010-09-14 ～ 2010-09-17
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199.70 0.30 0.30 表土(シル
ト)
(M)

197.00 2.70 3.00

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)

196.80 0.20 3.20 強風化頁
岩
(Sh)

193.99 2.81 6.01

頁岩
(Sh)

暗褐

暗
褐

暗灰

暗
灰

暗
灰

0.30mまでは均質なシルト
含水量，粘性ともに中位
崖錐性の砂礫でありφ2～40mmの
角礫主体
礫間は粘土・砂により充填されて
いる
全体にルーズな堆積状態
1.80～1.90mは転石点在
孔壁が崩壊し易い

泥岩，固結粘土状を呈す
岩質は概ね新鮮である
割れ目多く割れ目に沿って風化し
ており，コアは短い
コア長はL=5～10cmが主体で，最
長L=20cmである

岩質新鮮でチャート質となり非常
に硬質
割れ目間に軟質部を介在し，送水
により流失する

09/15
0.95

09/17
1.35

1.15

1.45
2 4 3

9

30 9

2.15

2.45
4 4 3

11

30 11

3.15

3.22

50

7

50

7 >50

4.00
4.02

50

2

50

2 >50

5.00
5.03

50

3

50

3 >50

6.00
6.01

50

1

50

1 >50

09/14

09/15

09/17


